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第2章
はじめに
里親養育につ い て の考棄
里親養育の特徴とその親意識につ い て
御園生 直美
わが 国の 子育て を取 り巻く環境は ､ 現在非常に複雑にな っ て お り , 育児不安 (牧野,
1 98 1;19 8 2) や児童虐待 (池田 , 1 98 7) など､ 子育て におけるネガテ ィ ブな情報が多く
報告 されて い る｡
現在で は母性研究の 影響など (大日向 ､ 19 8 8;19 9 1) か ら も､ 子 どもを産め ば自動的に
母親になる とい っ た単純な考え方は否定され ､ 親意識の 形成過程をとりあげた多くの研究
(柏木 ､ 1 99 5; 小野寺､ 1 9 8 ;菅野､ 2 0 0 0) やそ の 適応過程 (氏家､ 1 94) の研究が ､ 親
になるこ との 困薄さやそ の 複雑さ (山口 ､ 19 9 7 ;牧野 , 19 8 2) を示して い る ｡
子育てを通 し､ 親になる こ とで 得られる人格発達 (柏木 ･ 若松 ､ 19 9 4) とい っ た, ポジ
テ ィ ブな点も検討され るようになっ た反面､ 実の 親によ る子 どもの 虐待 (斉藤 ､ 199 4) な
ども多く報告されるに いた っ た ｡
しか しながら ､ そ うい っ た実子 を育て る こ とさえ困難な親が い る 一 方で , 他人の 子ども
を養育し ､ 生物学的な親子 と変わ らない ､ またはそれ以上の つ なが りを持つ と考 え られる
親子関係 も存在す る｡ 養子縁組に代表されるような里親子関係がそ れに当たるだろう ｡
そ こで今回は里親の養育の 特徴を里親 , 里子そ れぞれの視点か ら考察す る と とも に ､ 質
問紙調査なども含めた里親の 親意識につ い て も考察 して い く つ もりで ある ｡
1 - 1 里親の特徴
厚生省によ る平成 1 0年の 調査結果で は里親申し込み の 動機は ､ ｢子どもを育て たい か
ら+ (3 7.6%) が最も多く∴そ の 数は ｢養子を得たい ため+ (32.2%) の 動機 を上 回 っ て い
る ｡
｢養子と里親 を考える会+ が 1 998 年に実施 した ｢里親の 意識お よび養育の 現状に つ い
て+ のアンケ ー ト調査で ､ 最 も多か っ た動機 も､ ｢子 どもがい ない の で里親と して 子育て を
して みたい+(3 4.3%)であり､ 続い て｢親との 生活が出来ない 子ども へ の理解か ら+(23.4 %)
｢養子縁組をしたい+(1 8.4%) で あり､ 先の 厚生省の 鰐果と も類似して い る｡ こ の よ うな
結果か ら ､ 里親 を希望する親の 多くは , 自分たちの子 どもが い ない ため に里親になる こ と
を希望 して い る事が わか る ｡
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また平成4 年度の 厚生省の調査で は, 里親の平均年齢は 40歳か ら 49歳が最も多い とい
ぅ結果がある ｡ 東京都 の場合を例に挙げて も ､ 養育家庭の 申し込み時点での 養父母の 平均
年齢は , 19 90年以降4 0歳代後半が最も多い ｡
申し込み 時点で の 年齢が高齢であるの は ､ 実子 の子育てが
一 段落した世代でもあり , ま
た長い不妊治療に励んでい た夫婦が実子の 出産を諦め る こ とを決断する年齢だと も言え る ｡
まずこ こで ､ 多く の里親が子 どもがい ない里親である点に注目 して みたい ｡ 不妊治療経
験者に関す る意識調査 (東京女性財団､ 200 0) の 中で ､ ｢子ども を持 つ こ との 意味+ に関
する調査が行われ､ 一 般と不妊治療経験者 との 比較が行われた｡ 全体 卿こ男性は女性 と比
較して ､ ｢老後の幸福+ や ｢家の存続+ のため に子ども を欲する者の 比率が高い とい う結果
がでて い たが ､ 一 般市民にく らべ 不妊経験者は ｢老後 の幸福+ や ｢家の存続+ の ため に子
どもが欲 しい という比率は少ないとい う結果が報告されて い た.
また不妊経験者では ､ ｢家の 存続の ため に何 と して も子どもを産まなければな らな い+ な
どの 考えに対 して も否定的で ある とい う結果 も出て い る ｡
こ うした点を考慮 して ､ こ の研究の 筆者達は不妊経験 を持 つ 女性 につ い て ｢家の存続の
ために子どもが欲しい+｢老後の幸福の ため に子どもが欲 しい+ と自分よ り も強く考えて い
る者 に囲まれて い る可能性が高い こ とを論じ､ こ の こ とは不妊を意識した女性 に と っ て ,
｢自分の ため+ とい うより も､ ｢周囲の もの の 幸福な老後の ため+ ｢家の存続の ため+ など
の ため に子 どもを産まなければならない とい うプレ ッ シ ャ
ー を与 える と述べ て い る ｡
､
今日におい て も血縁の つ なが りを強く意識するわが国におい て は ､ 子 どもを持 つ か どう
か の 選択は女性 にお いて 非常に大きな意味を持 つ と思われ る (柏木 ､ 19 9 9;2 0 0 1 ;谷川 ､
2 0 0 1)0
しか しながら不妊とい う重い 現実 に直面 し､ 養子 を も らう とい う決断を した夫婦は ､ 実
子を諦める とい うこ との 他に ､ 男性 ､ 女性 ともに多く の点で 自分たちの 生き方に つ い て考
えなければならない Q
岩崎 (19 9 4) は子どもの 福祉として の 養子縁組 を重視する姿勢か ら養子里親 の クライ エ
ン ト性を論じ , ｢｢産まれない+ とい う現実がなかなか乗り越え られず､ 子どもが産めない
こ とか ら くる自己の 不全感や欠落感を ､ 子 どもを貰 っ て埋めた い と訴えられて も､ 子ども
に と っ て は迷惑な こ とだと思 っ て しまう ｡+ と親 の エ ゴイズム に つ いて 厳しく論 じて い る ｡
しか し ､ そ の 一 方で岩崎は ｢養子を欲する夫婦 は, ｢自分の ため に貰う+ とい う こ とをよ
く理解してくれる こ とが必要で ､ そ の 上 に少しで も ｢貰われる子 ども側 に立 っ て+ 自分の
要求の 妥当性に つ い て考えてみ る こ とがで きれば､ 却 っ て里親に よく ありがちな ｢児童福
祉 へ の理解+ や ｢不遇な子 ども へ の 同情+ で あっ たりす るよ りは ､ 子どもに と っ て幸せ な
こ とで あり ､ ｢私は , こ の育て親 に気に入られ,必要 とされて黄われたの だ+ と養子にな っ
た子どもは理解するだろう｡+ と述 べ て い る｡ こ こで 岩崎は ､ 里親制度の 中で しば しば語 ら
れ る養子縁組里親の ネガテ ィ ブな面 と して の動機づけに新 しい 観点を持ち込んで い るの は
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興味深い ｡
こう した こ とを裏付けるか の ように ､ 古滞ら (19 9 7;1 9 99) によ る養親研究で は実子を
育てて い る親に比べ ､ 養子を育て て い る痕は子育て を肯定的に捉えて お り , 夫婦関係に
お
い て も, 実子を育て て い る親に比べ て 養子を育て て い る親の ほうが夫婦関係が良好で ある
とい う結果を報告して い る ｡ 富田 (2001) の研究で も養子 を育て て い る母親は ､ 実子を育
て て い る母親より も ｢視で ある こ と+ に とて も充実感 を感 じて い る とい う結果 を示 して い
る ｡
とこ ろで ､ 里親になる約半数が実子 の い ない夫婦で ある
一 方で , 里親の約半数は実子が
い ながら里親になる夫婦で ある. こう した里親時社会的養護 をより重視 した里親で ある と
考え られる｡
しか しながら里親制度は子どもに と っ て利益の 多 い社会的養護 の 1つ で ある
一 方で ､ 養
育を担う側に と っ て は施設養護以上 に個人に と っ て 大きな負担 とな る制度で も ある ｡ 現在
で は､-法的な整備 も整い 始め, 過去に言われて い たような
一 部 の篤志家に よる里親制度と
い う考えは変化 して きて い る｡ だが現実には ､ 庄司 (20 1) の 言うよ うに , 施設で
の 仕事
とは違い , 里親にはボラ ンテ ィ ア性が関わ っ て くる の は事実で ある ｡
近年 ､ 女性の 生き方の 多様性や ､ 社会の価値観の 変化 に ともな っ て 女性 にお ける子育
て
の 意味が変化 (相木､ 199 8 ;195) して きて い る ｡ 横井 (1 99) は里親制度不振 の原因
の 1つ に ､ 里子 に限らず､ 子育て とい う作業を含め た家庭の 中で の 主婦 の ア ン ペ
- イ ドワ
ー ク に対する評価の 低さをあげて い る｡ 少なく ともそ う した現状の なか で あえて里親にな
ろうとする親たち とは , 全体的に社会において , 子育て の 重要性 とそ の 価値を強く認識し
て い る親である とい えるだろう｡
1 - 2 委託児童の特徴
厚生省の報告によ る と里親委託 されてい る児童の 多く は就学前の 児童(36･1%)で あり ､
続い て小 学校高学年(15.2%)､ 中学生(17･8%)､ 高校生(1 5･6%)､ 小 学校低学年(13･6%)､
そ の 他 (1.4%) と続い て い る｡ ( 図1･ 1)
里親委託児の 年齢 平成10年(厚生省)
1%
16%
15鳥
18%
36%
14%
+
□就学前
由 小学1 - 3年
暮 小学4 - 6年
書 中学校
*中学卒 高校
浪中学卒 その 他
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-⊥ 図 1- 1
里親に初めて委託される子ども平均年齢は 3.9 歳で ､ 里親委託される児童の 多くは幼児
期に委託 される率が高い ｡ 家庭養護促進協会は ､ 2 歳以降で委託された児童の ほ とん どが
何か しらの 退行現象を示したと し､ 里親の 手記などに も子 ども の 退行現象 に悩むエ ピソ ー
ドが非常 に多くよせ られて い る｡ そ の ため里親は委託直後か ら親子関係完成に い たる まで
の 子どもの退行現象に つ い て充分な知識を持 つ 必要が ある とい え る (横井, 19 97)｡
とこちで施設か ら里親に委託される子 ども達の多くは ､ そ の 背景に虐待 問題や育児放棄
とい っ た背景を持 っ て い る場合や障害を抱えて い る場合が多い ｡
厚生省が平成 10年におこな っ た調査で は ､ 里親委託 にい たる養護問題が発 生した主た
る理由として は ､ 保護者によ る ｢養育拒否+ が最も多く ､ 次 に ｢父母 の行方不 明+ が続い
て い る ｡ なお , 一 般的に ｢虐待+ とされ る ｢放任 ･ 怠惰+ ｢虐待 ･ 酷使+ ｢棄児+ ｢養育拒否+
を合計す る と､ 里親委託児の 全体 の 39.1%が虐待 によ っ て里親委託 にな っ た子ども達で あ
る こ とがわか る｡ また里親委託 されて い る児童の全体 の 8.9%が ｢障害+ のある児童 と さ
れて い る ｡ 里親委託の 理由､ 委託児の状態で 今あげた項目の全て は 前回 (平成4 年) に行
なわれた時の 数値よりも増加 して い た｡
また里親委託児の 委託経路につ い ては ､ ｢乳児院か ら+が 39.4% ､ ｢家庭か ら+が 28.9% ､
｢養護施設か ら+ が2 4.5% とな っ て お り, 主に こ の 3つ の 経路 に分かれて い る ことがわか
る ｡ 養護施設で長く生活をしてい た子 ども達に は しば しば愛着障害 に陥 っ て い る子 ども達
もおり ､ 被虐待児をはじめ里親委託をされる子 ども達は､ さまざまなリス クが伴っ て い る
場合が多い とい える ｡
1 - 3 里親養育の課題
里親の養育で は ､ 子どもを育て たい という意志を強く もち ､ 子 ども を受 け入れる準備を
経てか ら親子関係をス タ ー トさ
'
せ る場合がは とん どで ある o また父親､ 母親とも同 じ日か
ら親になる とい う点や ､ 事前 に話 し合い を持 つ 機会が多い こ とか ら父親の 育児参加が得や
すい とい うメリ ッ トもある｡ 加えて児童相談所など 一 般の 子育て に比 べ て 支援を得やすい
とい うこ ともある ｡
しか しながら ､ 出産 ､ 妊娠 とい う自然な流れを経て 親子 関係をス タ ー トさせ る実親と違
い ､ 子 どもとの 生活を共有 して い ない こ とで子どもを理解する の に時間がか か る とい う点
や , 子 ども自身が多くの 問題 を持 っ て おり ､ 養育が困難な場合も少なく ない ｡
前述 したような委託直後の 子どもの退行現象などに つ い て ､ 家庭養護促進協会は①見せ
か けの 時期, ②試 しの 時期､ ③親子関係形成の 時期 と して 3 段階に よる定義をして い る ｡
こう した段階を経 る こ とが里親子関係安定の ための 重要な時期で ある と して い る ｡
そ れぞれの段階に つ いて ､ 家庭養護促進協会が出版 して い る ｢親子 になる+ を参考 に概
観 してみ る ｡ まず第 1段階の見せか けの 時期では ､ 施設 とは違う新 しい 環境で ､ 子 どもは
不安 と緊張に加え里親 に対 して まだ充分な信頼を持ちえて い な い こ とか ら ､ 日頃施設で保
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母か ら注意されて い た こ とを守りなが ら ､ 里親の 出方をみ よう ととて もい い 子 を演 じる と
い う｡ そ して徐々 に今まで できて い た こ とを放棄 し､ 手の かか る子 ども に変化 して い く｡
第 2 段階の 試しの 時期に入る直前は ､ 子どもは里親 の言う こ とを聞か なくな り , 反抗的
な態度が見えるようになる｡ 過食や偏食などで食事がうまく取れなくな る現象がお き ､ 里
親を困らせる 日々 が続く ｡ そ して徐々 に里親は , 自分の 好きな こ とをさせて く れる人だと
わか る と急激に試 しの 時期に移行 し､ 里母 の側か ら離れなくな っ た り､ 多く の子 どもが噛
み つ い たり叩い たりとい っ た行動をしは じめ る とい う ｡
こ こで は子どもの 怒りを充分表出させ る こ とが子 どもの安定に重要だ と し､ 親子関係が
成立する まで は子 どもを叱 っ て も効果がない と説明 して い る ｡ そ して 親の 嫌が る こ と を
次々 に してく る時期を経て ､ 里母が彼 らの 要求を聞い て くれそ うだ と判断する に い たる と､
急激に赤ちゃ ん に戻っ て しまう､ 赤ちゃ ん返りが始まる とい う ｡
試 しの 時期が経過する と､ 第 3段階と して親子 関係が形成される時期に入 る ｡ 家庭養護
促進協会で は､ こうした退行現象を受け止め る こ とがそ の琴の里親子関係の 安定に大きく
影響する と して ､ こう した苦 しい 時期を乗り切 るには里父の サポ ー トが重要で ある こ とな
どを述 べ て い る｡
豊富な経験か ら得られた こうした子 ども達の 退行現象 につ い て は ､ 多くの 文献や資料の
中で既に当然の ように語られ里親委託では常識とされつ つ あるが､ こう した情報 も里親支
援が充分で はない と､ 現場の里親たちまで行き届かない とい う現実がある o 著者 も何人か
の 里親か ら里子の 退行現象が激 しく ､ 厳しく しつ けを して い るが解決 しない と い う悩みを
何度か耳 に した こ とがあり､ 里親が養育に強い ス トレス を持 っ て い る と感 じる機会が何度
かあ っ た｡
里親支援の 不十分 さに つ いて は , い く つ か の研究 (庄司､ 19 9 9;湯沢 ､ 1999) で繰り返
し述べ られて い るが､ 一 般 の養育とは違い ､ 里子独自の 問題 につ い て正 しい 情報や支援が
得 られない場合には ､ 里親 は ､ 理解しがたい子 どもの 行動に悩み ､ 大変なス トレス を持 つ
こ とになる｡
里親養育では , 子 ども へ の受容と理解､ 里親の サポ ー トや子育て に つ い て め捉 え方など
が重要なポイ ントとい える ｡
2 - 1 里親 へ の質問新調査
里親養育の特徴につ い て概観して きたが , で は実際に里親自身は里子養育を通 して どの
ような思い をも っ て い るの だろうか ｡ そ こで今回は質問紙を使用 し , 里親の 親と して の意
識などに つ い て検討 してみ る こ とにす る｡
特 に こ こで は ､ 子 どもに対 して肯定的な感情を持つ 要因と いう点に注目して里親の 親意
識に つ い て考察 しようと考えて い る ｡
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麹･ 対象者
首都圏に在住する里親｡ また､ 以前里子 を養育して い た里親経験者 ｡ 委託途中で措置解
除となっ た もの < 里子の 家庭引き取りや､
'
施設 へ の措置変更> なども含めた里親経験者 と
する ｡
本研究で は里親委託で も っ とも 一 般的で ある児童相談所を経 由した里親を対象 とする ｡
また養子里親の場合で あっ て も､ 児童相談所を へ て里親委託された結果 ､ 縁組 につ なが っ
たもの を対象と し､ 養子縁組をサポ ー トして い る民間機閑などによ る養子縁組対象者は除
外 した｡
*本研究では ､ 養子縁組里親とい え ども , 元は養育里親で あっ た対象者の み を扱う こ とか
ら ､ 養育里親と養子縁組里親の 双方 を含めて ｢里親+ とい う名称 を使用する ｡
･ 調査時期
2 0 0 1年7月 - 9月
･ 対象者属性
千葉県 を中心 と した首都圏に住む 3 3名の 里親を対象 に した ｡ うち25名は里母 , 8 名は
里父で ある｡ 33名の 対象者の うち 6組が夫婦であ っ た ｡ また既に養子縁組 の 手続きを して
い るもの は 7 名で ある ｡ 調査時点における里親の平均年齢は里母 52. 9歳 (分布 4 3歳 -
7 1歳)､ 里父 52. 7歳(分布4 4歳 - 6 1歳)であ っ た｡ ( 図2･1- 1)
里親の現在の年齢 葛
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45歳末満ー 45歳
- 50歳 51歳 - 55歳 56歳 - 6 0歳 61歳 - 65歳 66歳以 上
図 2･ 1- 1
里子の 引き取り当時 の里親の平均年齢は里母 4 1.7歳(分布 29歳 - 57 歳)､ 里父 4 1.2 歳(分
布2 9歳 - 53歳)で あ っ た､ 図2- 112 にそ の年齢の 分布を示す ｡
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引き取り時の里 親 の 年齢
8
7
6
5
4
3
2
1
30歳未満 30歳 - 3 5歳 36歳 - 4 0歳 41歳 - 45歳 46歳 - 5 0歳 51歳 - 55歳 56歳以 上
図2- 1- 2
また里親33名全体の うち実子の いる里母は 1 0名､ 里父 5 名 , 実子がい ない 里母 は 15名､
里父 3名で あっ た ｡ ( 図2- 1- 3)
実子あり
実子なし
図2 十3
調査対象と して里親か ら話を聞い た里子の 数は全部で 60人で あり性別 は ､ 男児 3 5人女児
2 5名で あっ た ｡
里 子 の 性別
□男児
白 女 児
図 2- 1-4
調査時点にお ける里子の 平均年齢は 14.3歳(分布 1歳 - 3 1歳)である ｡
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現在の里子 の年齢
28歳以降
25歳 - 2 7歳
2 2歳 - 24歳
1 9歳 - 2 1歳
1 6歳 - 1 8歳
13歳 - 1 5歳
1 0歳 - 12歳
7歳 - 9歳
4歳 - 6歳
3歳以下
0 5 1 0 1 5
年齢 人数
3歳以下 2
4歳 - 6 歳 3
7歳 - 9歳 9
1 0歳 - 12歳 12
13 歳 - 1 5歳 3
16歳 - 1畠歳 l l
19歳 - 2 1歳 6
2 2歳 - 2 4歳 2
2 5歳 - 2 7歳 3
2 8歳以降 3
合計 5 4
図2-1-5 表 2
･1･ 1
*既に措置変更をして 施設などにもど っ たもの 6名を抜い て いるため合計は54名で ある ｡
引き取り時の里子の 平均年齢は4.0 歳 (分布o歳 - 13歳) で あ っ た｡ 年齢の分布等は以
下である ｡
表 2-l･2
引き取り時の 子 どもの年齢
3%
8
22 %
3%
潜1歳以 下
昏 2 - 3歳
0 4歳 - 5歳
梅 6歳 - 7歳
暮弓歳 - 9歳
事 1 0歳 - 13歳
図 2･ 1-6
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年齢 人数
1歳以下 13
2歳 - 3歳 13
4歳 - 5歳 17
6歳 - 7歳 13
8歳 - 9歳 2
10歳 - 13, 2
合計 60
質問新調査の 内容
子どもに対する肯定的な感情や過去の 親子関係 , 夫婦関係など､ 6 項目か ら構成 されて
い る質問紙を繁多 ら (2 01) の研究を参考 に作成 した ｡
そ れぞれ の項目は以下 に示すもの で ある ｡
1) 子どもに対す る感情 (11項目): 子どもに対 して 親と して の 自分が抱い て い る感情
①この子はよ い子だと思う
(塾この子の性格はあまり好きでない
③この子の欠点ばかりが目につ く
④この子 の こ とを誇りに思う
⑤こ の子がもう少し違う子で あっ たらと患う
⑥この子 と遊んだり , 話 しをして い ると楽しい
⑦この子 と払とはあまり相性がよくない
⑧この子のよ い と ころをほめるように して いる
⑨この子の気持ちがよくわからない
⑩こ の子 につ い ては何の不満もない
⑪払はこの子から好かれてい ると思う
2) 夫婦関係に つ い て (5 項 目): 現在 ､ 夫 または 妻に対 して 抱い て い る感 情 (Sho rt
M a rital- adju stm e ntScale(M A T)(Lock, 19 5 9), M a rital Lo v eSc ale(菅原 ､ 19 9 7)を参考)
①全般的に夫 (妻)との間でもの ごとはうまく い っ て い る
②夫 (妻) を信頼 して いる
③夫 (妻)は魅力的な男性 (女性) だと思う
④結婚しな ければよか っ たと思うこ とがある
⑤夫 ( 妻) を一 人の人間と して深く尊敬して い る
3) 抑うつ (13項目): 現在 ､ 抱えて い る不安など
①気が滅入る
(参不安におそわれる
③悲観的になる
④とても心配性であれこれ気に病む
⑤精神的に不調である
⑥何ともいえず淋しい 気持ちにおそわれる
⑦いてもた っ ても いられない ほど落ち着きがない ‾
⑧何事にも敏感に感じすぎて しまう
⑨おこ り っ ぼい
⑯イライラして い る
⑪楽天的でくよくよ考えな い
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⑫よく 眠れな い
⑱あまり食欲がな い
4) 里親自身が子ども時代に両親か ら受けた過去の 親子関係 (1 2項目): 父親 ･ 母親それ
ぞれ に受けた親子関係
①母 と 一 緒 に い ると楽しか っ た
I
②母 は自分の話しによく耳を傾けてくれた
③母が大好きだ っ た
④母 からよくぶたれた
⑤母はなにかにつ けて 口 を出してきた
⑥母から｢あんたなん かどこか にやっ ち ゃうから+な どとよく脅された
⑦父は自分を愛してくれて いた
⑧父 と いると楽 しか っ た
⑨父は自分や家族につ いて無関心だ っ た
･⑩父からよくぶたれた
⑪父は自分の考えを押し付ける人だ っ た
⑫あまり頼り にならない父親だっ た
5) 現在の 里親 と実親 との 関係 (5項 目): 父親 ･ 母親それぞれ との現在 にお ける関係
①現在の母との関係はとてもよ い
②母から受けた子育てを自分の子育ての手本に して い る
③母 を尊敬して いる
④現在の父 との関係はとて もよ い
⑤父を尊敬 して いる
6) 里親体験を通して 得られた養育観等 (4項目): 里親養育 を経験 した現段階で持 っ て い
る子 どもを持つ こ とや子ども を育て る という こ との 意識
①里親をする選択に自分の育ち方が強く影響した と思う｡
②時々 ふと子 どもの いな い 人生で も良か っ たのではな いか と思 う｡
③里親は普通の親となんらかわりはない と思 う｡
④環境次第で子 どもは大きく変わると患う｡
｢抑うつ+ に つ い て の 質問項目以外の ､ 全て の 項目に対 して は ｢5 ･ よくあて は まる+
｢4 ･ ややあて は まる+ ｢3 ･ どちら ともい えない+ ｢2 ･ あまり あて はまらない+ ｢1
･ 全
く あては ま らな い+ の 5 件法 を使用 した｡ また抑うつ 項目に関 して の み , ｢4 ･ つ ね にあ
る+ ｢3 ･ た まにある+ ｢2 ･ ほ とん どない+ ｢1 ･ ま っ たく ない+ の 4 件法を使用 した ｡
* なお こ こで は ､ 里子 1人ずつ を単位 として里子 6 0人分の デ ー タをもとに結果 と考察を
述べ る ｡ ちなみ に里子 60人を単位 とした場合 ､ 里親 の総数は里母 4 1人 ､ 里父 19人とな
る ｡
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2 - 2 子どもの 引き取り年齢で の比較
欧米の 養子縁組 の研究などで は ､ 子どもを引き取 る年齢は早ければ早 い ほ ど､ 子 ども に
と っ て も親に と っ て も良い と報告されて い る (H. Rudolpb､ 19 9 1)｡ 今回調査を した里子
たちの 引取り時の 年齢は ､ 平均年齢4 歳で あ っ た｡
こ こでは ､ 子どもの 引き取り時点 の年齢によ っ て里親の 意識 に違い が あるか どうか に つ
い て検討する ｡
一 般 に乳幼児の 時点で里親委託 される こ とが理想で ある とい われて い る こ とか ら ､ 幼稚
園などに行きだす 3 歳とい う年齢を 1 つ の 目安に し､ 1歳 - 3歳まで に子 どもが委託 され
た場合 と､ 4 歳以降に委託された場合 とを2 つ の群 に分けて検討する ｡
そ れぞれの 人数は 3歳以前に里子が委託 された里親の数が 26人(里母18人 ､ 里父 8人)
で ､ 4歳以降に里子が委託された里親の 数は 34人 (里母2 3人 , 里父 11人) で ある ｡
図3 -1-1
検討する項目と して は ､ 子どもに対する感情と ､ 夫婦関係､ 抑う つ , 里親体験 を通 して
得られた養育観等の 4 項目 とし ､ 里子委託 の 年齢に よ っ て の 比較をす る こ とに意味 の ない
過去の 養育体験と現在の親との 関係は 除外 した｡
そ の 結果 ､ 子どもに対す る感情の 項目にお い て の み 3歳以前 の委託 とそ れ以降の 委託 の
場合で ､ 有意な差が見られた｡ そ の 平均と標準偏差などは表 (3- ト 1) に示す ｡
表 3- ト 1 委託年齢による比較
3歳以前の委託 (N =2 6) 4歳以降の委託 (N -3 4) t値
M SD M SD
子ども に対する感情 4 3.9 2 7.1 8 3 8.4 4 9.0 4 2. 5 4☆
☆
p <. o 5
この 結果か ら, 3 歳以前に委託 された里子を もつ 里親がそれ以降に委託 された里子を持つ
里親よ り も､ 子どもに対 して より肯定的な評価 をして い る こ とがわか っ た｡ しか しながら
これは当然の 結果である とい えるか も しれない ｡ なぜな らば, 3 歳以前 に子 どもが委託さ
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れた場合 には ､ そ の分だけ子どもの 養育に携わ る時間も長く ､ 子 どもが親に愛着 を持 つ 時
期も早い と考えれるか らで ある｡ 愛着の 安定に つ い て養子の 年齢に つ い て調査 した研究で
も､ そ の 時期が早ければ早い は ど安定は高い とい う結果が報告されて い る(K. C hisholm ､
19 9 5)0
子どもの 生育歴に知らない時間が長ければ長い ほ ど里子を理解す るの によ り長い 時間が
必要になる ｡ そ の ため早い 時期か ら子どもの養育にか かわ る ことが, 親子関係を深め る と
予想で きる ｡ そ して ､ 親 と子の 関係が深 けれ ば､ そ れだけ親の 子ども へ の感情が好意的に
なると も言えるで あろう｡
で は次に委託 された子どもの 年齢が 3歳以前か どうか の違 い が, 里母 ･ 里父そ れぞれで
は どうい っ た違い があるの か につ いて検討 して みる ｡
委託年齢の 違い によ る里母間の 比較で は ､ 里母 にお い て も里親全体 との 結果 と同様 に3
歳以前に委託 をうけた里母の ほうが子 ども に対す る感情 の得点におい て有意な差が見 られ
た｡
表 3･ 1 ･2 委託年齢による里母間の 比較
里母 3歳以前の委託 (N = 18) 4 歳以降の 委託 (N- 2 3) t値
M SD M SD
子ども に対する感情 4 4.4 4 6.4 6 3 9.2 2 9.1 8 2.0 5☆
☆
p < . o 5
こ の ように 3 歳以前に里子が委託 された里母 と 4 歳以降に里子が委託 された里母で は ､
3 歳前に委託 された里母の 方が子どもに対 してよ り肯定的な評価 をして い る こ とがわか っ
た｡
で は里父 にお い て はどうで あろうか ｡ 同じように t検定に よ り ､ 3 歳以前 の委託 とそ れ
以降を比較 した ｡ そ の 結果 ､ 比較された全て の 項目にお い て 3歳以前の 委託か どうか で里
父に有意な差はみ られなか っ た ｡
ただ里父で は子どもの 委託年齢は ､ 里母にく ら べ た時の ような有意な差がみ られて い な
いが ､ 子 ども に対す る感情の 平均点は今まで の 結果を反映す るように 3歳以前 に委託 され
た里父の方がそ れ以降に委託 された里父よりも高い と い う結果 は示されて い た｡
表 3･1-3 委託年齢による里父間の比較
里父 3歳以前の委託 (N = 8) 4 歳以降の 委託 (N = 1 1) t値
M S D M SD
子 ど も に対する感情 4 2.7 5 8.9 9 3 6.8 1 8.9 3 1.4 2 6
n
. s
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3 - 1 変数同士 の 関係
子どもに対 して肯定的な感情を持 つ 要因には子どもの 委託時の 年齢が大きく かか わ っ て
きて い る こ とが わか っ た｡ で は次に属性に よる検討で はなく ､ 里親が子 ども に対 して肯定
的な感情を持つ には どの ような要因が影響 して い る の か ､ を検討す るため に ､ 子 どもに対
する感情の 項目 と､ ほか の 5 つ の項目 (夫婦関係･ 抑うつ ･ 過去の 養育体験 ･ 現在の 親 と
の かかわり ･ 里親体験を通 して得た養育観等) との そ れぞれの 関係を検討 して み る こ とに
する ｡
こ こで は ､ 補足 として 一 般サ ンプル の 結果 も参照する ｡ ちなみ に里親サ ンプルで は育て
て い る子どもの年齢がばら ばらで ある こ とや ､ 里母が主で ある こ とを考慮 して ､ 今回は繁
多ら(2 0 0 1)による乳幼児 を育てて い る母親を仮に 一 般サン プル と して 比較の対象 とした ｡
今回 の 一 般サ ンプル は ､ 繁多ら (2 0 0 1) による研究で 集め られた ､ 東京都 C市に住む乳
幼児を育てて い る母親 (子どもの 年齢の 内訳は 1歳児 (4 9 3人)､ 2 歳児 (1 70人)､ 3 歳
児 (12 9人)､ 4歳児 (11人) 合計9 0 5人で ある ｡ 母親の 年齢は平均 3 1.8 歳 (18歳 - 4 5
読) であ っ た｡
質問紙によ っ て 得られたデ ー タの うち ､ 一 般サ ンプル では里親の み に行なわれた ｢里親
体験を通 して得られた養育観等+ の 設問を除く , 夫婦関係 ･ 抑うつ ･ 里親自身の 過去の養
育体験 ･ 現在 の里親 と実親との 関係の 4項 目に つ い て ､ 子 ども につ い て の感情の 項目との
相関関係を検討 した｡
3 - 2 里親サ ンプルの 特異性
ピア ソンの 相関係数を使用 して検討 した結果 ､ 里親サンプル の子 ども に対する感情には
5 項目の 変数のうち､ どの 項目とも相関が見られない こ とがわか っ た｡ こ れは , 一 般 の 親
の 結果 と比べ た場合､ 大変大きな違 いで あ っ た｡ なぜならば ､ 一 般 の 親 の 場合に は , 子ど
もに対する感情 と､ そ の他 の 4項目､ 夫婦関係 ･ 抑う つ ･ 過去 の養育体験 ･ 現在 の 親との
かか わ り(里親体験を通して得た養育観等を除く)､ の全て の 変数 と1 %水準で高 い 正 の相
関を示 してい たか らで ある ｡
これは ､ 一 般 の 親の 場合に は ､ 子ども へ の 肯定的な感情に ､ 夫婦関係や親自身の 過去
の 養育体験 , 現在の 親子関係 , 抑うつ などの全てがか かわ っ て い るが､ 里親におい て は ､
そ れ らの要因が子 ども へ の 肯定的な感情に はかかわ っ て こない とい う こ とである ｡ これは
里親の 非常 に特徴的な点で はない だろうか ｡ こ の こ とは , 里親が子 ども に対する肯定的な
感情を持つ には どの ような要因が影響して い る のか とい う問い に対 し, 夫婦関係や ､ 過去
の 養育体験 ､ 現在の 親 との 関係､ 抑うつ は ､ そ の要因で はない とい う結果を与えて い る ｡
ちなみ に子どもに対 して の 感情以外でそ れぞれの 変数で 相関が見 られ たもの を表 4･ 1-1
に表す ｡ 里親 1 - 4 は , 里親体験を通 して得られた養育観の 項目で ある ｡
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表4-1-1 項目 ごと の相関関係
抑う つ 過去 の着育 賓荏 の 虜子園係 男顔 1 男顔 2 _望虜 3 男鹿 4
里親1(自分の 育ち が影響) . 4 4* * . 60* *
里親 2 (子どもの い な い 人 生) -.28☆ 1.35* *
里親3 (普通 の 親 と変わ らな い) -.36☆☆ 1.49* .28☆
里親4 (環境 で子 ど もは 変わ る) I.35☆☆
☆ ☆
p <. o1 ☆ p <. 0 5
表 (4 十 1) によ ると ､ . 里親1 と過去 の養育 ､ 現在の 親との 関係で 正 の 相関が見 られ る こ
とがわか っ た｡ これは ｢里親をする選択に 自分の育ちが影響 した+ と考 える もの は ､ 過去
の養育体験や現在の親との 関係もよい とい う こ とを示 して い る ｡ 自己の 養育体験 を肯定的
に捉えて い る もの は ､ そう した体験が自分が里親になる とい う決断 をす る際に影響を与え
た と意識して い る とい うこ とである ｡ これ は言い換えれ ば､ 自己の 養育体験を否定的に見
て い る場合には ､ 里親になる とい う選択に はそう した要因以外 の も のが働い た とい うこ と
で もある ｡
しか しながら ､ 里親3 ｢里親は普通の 親とは なん ら変わりはない と思う+ とい う項目と ､
過去の 養育体験 ､ 現在の 親子関係が負の 相関を示 して い た とい う点は非常に興 味深 い 結果
で ある｡ これは ､ 過去の 養育環境や親 との 関係を好意的に見て いれ ばそ れだけ､ 里親が普
通の 親 とは違うと認識 して い る とい う こ とである ｡
自分に と っ て肯定的､ 好意的な親子関係を経験で きて い ればい る ほ ど､ 里親は普通 の親
とは違う と捉え る こ とになる とはどうい う こ となの だろうか ｡ これは , 一 般 の 養育 に比べ ､
困難の多い 里親養育で は､ 過去に非常に良好な親子関係を結んで い た もの に と っ て は ､ 里
親子関係が自分が体験 した親子関係とは何か違う､ ある い は なん となく しっ く り こ ない と
い う感覚をも つ こ とになる という こ となの か も しれな い ｡ 非常 に親密で肯定的な親子関係
を 一 度経験した もの に と っ て は ､ 里親子関係には何か しら埋 め られない 距離感 を感 じる こ
とが ある ので はない か ､ と推測す る こ ともで きるだろう ｡
また里親2 ｢時々 ふ と子 どもの いない 人生で もよか っ たの で はない か と思う+ とい う項
目には ､ 里親3 ｢里親は普通の 親とはなん ら変わりは ない+ ･ 里親4 ｢環境 しだい で子 ども
は大きく変わる+ との 間に ､ 負の 相関がみ られた｡
これは , 環境 しだい で子 どもは変わるのだ ､ あるい は里親は普通の 親とは変わらない ん
だ､ と思 える場合には ､ 子 どもの い る今の 生活 にある程度充実感 を も っ てい る と考え る こ
とがで きるだろう ｡ つ まり逆に言 えば､ 子 どもは環境で 変わる も の で はない ､ あるい は里
親はや っ ばり普通の 親とは違うもの だ､ と考え る場合 には ､ 子育て に対する負担感な どが
大 きく ､ 里親 とい う選択を したこ とが自分 に と っ て果 たして良い こ とで あっ たの か と悩ん
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で い る とも考え られる ｡
しか し逆に ｢里親は普通の 親とはなん ら変わりはない+ とい う項目と ｢環境しだ いで子
どもは大きく変わ る と思う+ の 項目で は正 の相関が見られた ｡ これは ､ 里子養育 にお い て
葛藤の 少ない 場合には ､ 里親 も 一 般の 親 とは変わらない と感 じて お り､ 子 どもは環境によ
っ て変化する もの だ ､ と矛盾なく捉えて い る と考えられるだろう ｡
そ して ｢環境に よ っ て子どもは大きく変わる と思う+ の 項目と抑 うつ 項 目が負の 相関を
して い る こ とは ､ つ ま り環境によ っ て子どもが変わ る と楽観視 できない場合 には ､ 里子養
育にお ける負担感を高め る こ とになり ､ 抑う つ が高くなる の だと推測で きる ｡
こう した結果は いずれも養育が困難で ある場合 と､ そ うで ない場合 とで は里親 の 負担感
や里親と して の 自己の捉え方に大きな差が出て く る とい うこ とを示唆して い る ように思わ
れる ｡
おわりに
血縁関係の ない里親とい う形で の親子関係には複雑な要因が影響 して い る こ とが わか っ
た｡ また里親の もつ 子ども観には ､ どうや ら 一 般サ ンプル とは異なる ､ 独特の 構造 の 存在
が示唆された｡ 今後はそ うした点 につ いて さ らに詳しく検討 して い く必要があるだろう｡
近年の 複雑な社会の 変化 にと もない ､ 子 どもの い る親同士 の 再婚(ステ ッ プフ ァ ミリ ー)
や ､ 生殖技術の 進歩に より可能にな っ た､ 必ずしも生物学的な親とは言 い 切れない 親子な
ど､ 今後家族の 形はますます多様化 して い く と考えられる ｡
そう した家族の 多様化 は ､ 単純な血縁とい うつ なが り以上 の よ り深い 精神的な面で の 粋
の 重要性をお の ずと強調 してゆく こ とになる と推測で きる｡ そう した こ とを想定 した場合 ､
里親 とい う対象か ら ､ われわれは多くの 可能性や重要な手がか り を得る こ とがで きるであ
ろう｡
江
本論文は 2 0 0 1ヰ 度白百合女子大学大学院文学研究科 に提出 した修士論文の 一 部に加筆
修正 したもの である ｡
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